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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

主体的な学び

を通して、論

理的思考力、

コミュニケー

ション力、表

現力を有する

生徒を育成す

る。 

・「自分の進路目標実現に向け

て、主体的に授業や家庭学習

に取り組んでいる」と回答す

る１年生 70％以上、２年生

80％以上、３年生 90％以上 

・「自分の意見や考えたことを

表現したり伝えたりする力

が付いている」と回答する生

徒 80％以上 

・授業参観や校内研修を通して

「自分の授業改善に取り組

んだ」と回答する教員 100％ 

・「読書に積極的に取り組んだ」

と回答する生徒 80％以上 

・「自分の進路目標実現に向け

て、主体的に授業や家庭学習

に取り組んでいる」と回答す

る１年生 78.4％、２年生

77.8％、３年生 96.5％(a) 

・「自分の意見や考えたことを

表現したり伝えたりする力

が付いている」と回答する生

徒 85.0％(a) 

・授業参観や校内研修を通して

「自分の授業改善に取り組

んだ」と回答する教員 94.7％

(a) 

・「読書に積極的に取り組んだ」

と回答する生徒 59.5％以上

(b) 

Ａ 

・主体的な学びは、

２年生は概ね達成

だが、全校では目

標を上回っている

と考えている。 

・思考力・表現力も

目標を上回った。

課題は受験のため

の知識の定着。 

・目標は概ね達成だ

が、授業参観や研

修は充実した。 

・朝読書の様子は概

ね良好であり、探

究で図書の利用も

活用できた。 

イ 

社会的自立に

必要な資質・

能力と豊かな

人間性及び帰

属意識を涵養

する。 

・「心身の健康保持に努めた」

と回答する生徒 80％以上 

・「気持ちの良い挨拶ができる」

と回答する生徒 80％以上 

・「服装はいつもしっかりして

いる」と回答する生徒 90％以

上 

・「クラス、学年、学校のため

に活動し、役に立ったことが

ある」と回答する生徒 80％以

上 

・県大会以上出場部活動 15 部

活以上 

・「興味を持って主体的に部活

動に取り組めている」と回答

する部活加入者 80％以上 

・部活動再編に向けた検討を継

続する。 

・「心身の健康保持に努めた」

と回答する生徒 86.1％(a) 

・「気持ちの良い挨拶ができる」

と回答する生徒 90.1％(a) 

・「服装はいつもしっかりして

いる」と回答する生徒 95.1％

(a) 

・「クラス、学年、学校のため

に活動し、役に立ったことが

ある」と回答する生徒 78.7％

(b) 

・県大会以上出場部活動 16/16

部活(a) 

・「興味を持って主体的に部活

動に取り組めている」と回答

する部活加入者 93.3％(a) 

・部活動再編に向けた部活動検

討員会を１回実施した。(b) 

Ａ 

・健康保持はさらに

上昇させたい。 

・挨拶は目標を上回

ったが、まだよく

したい。 

・服装も挨拶と同様

である。 

・自己有用感、自己

肯定感を高めるよ

うな振り返りでさ

らに改善できる。 

・全ての県大会出場

予定部活動出場。 

・部活動も主体的な

取組は目標を超え

た。 

・部活動のあり方に

ついて要検討。 

ウ 

高い志とチャ

レンジ精神を

育み、自己実

現を支援する

キャリア教育

を実践する。 

・進路目標が明確な１年生

70％、２年生 80％、３年生

90％ 

・「進路行事が有意義だった」

と回答する生徒 70％以上 

・進路目標が明確な１年生

57.8％、２年生 75.2％、３年

生 95.3％(b) 

・「進路行事が有意義だった」

と回答する生徒 86.3％(a) 

Ａ 

・３年生は明確な進

路目標を持てた。

進路指導の成果。 

・進路行事は精選し

て実施し、目標を

大きく上回った。 
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エ 

芸術に対する

関心・理解を

深め、生涯を

通じて芸術に

親しみ愛する

姿勢を育成す

る。 

・合唱コンクールや潮音祭が充

実した満足度の高いもので

あったと回答する生徒 80％

以上 

・各専攻が企画する演奏会や展

覧会、地域貢献活動等の目的

や意義を理解し、「意欲的・

主体的に取り組んだ」と回答

する生徒 90％以上 

・合唱コンクールや潮音祭が充

実した満足度の高いもので

あ っ た と 回 答 す る 生 徒

91.5％(a) 

・各専攻が企画する演奏会や展

覧会、地域貢献活動等の目的

や意義を理解し、「意欲的・

主体的に取り組んだ」と回答

する生徒 95.5％(a) 

Ａ 

・目標を大きく上回

った。課題は生徒

の主体性を育成す

ること。 

・目標に向けて声掛

けをしてきた。進

路を意識して今後

も取り組みを注視

していきたい。 

オ 

地域の特色や

課題及び異文

化や多様性に

対する理解を

深め、探究的

な態度やグロ

ーバルな視点

で課題解決に

取り組む力を

育成する。 

・「探究スキルが向上した」と

回答する生徒 80%以上 

・国際交流を通して異文化、多

様性への理解関心が深まっ

たと回答する生徒 90％以上 

・「ボランティア活動や地域の

活動に参加したことがある」

と回答する生徒 70％以上 

・「探究スキルが向上した」と

回答する生徒 85.4％(a) 

・国際交流を通して異文化、多

様性への理解関心が深まっ

たと回答する生徒 100％(a) 

・「ボランティア活動や地域の

活動に参加したことがある」

と回答する生徒 66.8％(b) 

Ａ 

・探究スキルは目標

を上回った。深い

学びに繋げたい。 

・次年度の海外研修

については慎重な

見直しが必要。 

・予定した清掃活動

等が中止になっ

た。 

カ 

安全・安心な

学校づくりと

働き方改革を

踏まえて、教

育環境、施設

を整備し、教

育活動を充実

させる。 

・学校はいじめ防止等を含め

「安心安全な学校づくりを

推進している」と回答する保

護者 80％以上 

・「防災避難訓練等により、防

災に関する知識・技能が高ま

った」と回答する生徒 80％以

上 

・「登下校の際、交通ルールや

マナーを守れている」と回答

する生徒 90％以上 

・定期的に施設点検を行い情報

共有する。危険箇所について

は修繕の早期実現を目指す。 

・「担当業務において、内容の

見直しを行った」と回答する

教員 90％以上 

・時間外在校時間の縮減に努め

た教員 80％以上 

・学校はいじめ防止等を含め

「安心安全な学校づくりを

推進している」と回答する保

護者 89.8％(a) 

・「防災避難訓練等により、防

災に関する知識・技能が高ま

った」と回答する生徒 88.2％

(a) 

・「登下校の際、交通ルールや

マナーを守れている」と回答

する生徒 97.2％(a) 

・定期的に施設点検を行い情報

共有した。危険箇所について

は優先順位をつけて行った。

(a) 

・「担当業務において、内容の

見直しを行った」と回答する

教員 89.4％(b) 

・時間外在校時間の縮減に努め

た教員 79.0％(b) 

Ａ 

・安心安全な学校づ

くりは全校及び各

HR で伝えアンケー

トも実施して目標

を上回った。 

・防災に関しては、

きめ細かく実施し

目標を上回った。 

・交通ルールの回答

は疑問が残り、事

故報告がなくなる

ようにしたい。 

・建物の老朽化の修

繕を次の優先事項

としたい。 

・業務内容の見直し

は要継続。 

・時間外在校等時間

の縮減に向けて退

庁時刻を早めた。 

キ 

効果的な情報

発信により家

庭や地域との

連 携 を 強 化

し、信頼され

る学校・開か

れた学校を構

築する。 

・「生徒の成長を目指して、学

校とＰＴＡの連携が取れて

いる」と回答する保護者 80％

以上 

・「子供を入学させて良かった」

保護者 80％以上 

・「学校行事の実施や広報活動

により教育内容が説明され

ている」保護者 80％以上 

・「生徒の成長を目指して、学

校とＰＴＡの連携が取れて

いる」と回答する保護者

88.3％(a) 

・「子供を入学させて良かった」

保護者 91.4％(a) 

・「学校行事の実施や広報活動

により教育内容が説明され

ている」保護者 90.4％(a) 

Ａ 

・ＰＴＡの連携は目

標を上回った。Ｐ

ＴＡ総会のあり方

も検討したい。 

・入学させて良かっ

たも上回った。 

・オンライン上の記

事の掲載頻度を高

めたい。 

 


